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１ 実施計画の概要 

⑴ 計画の位置づけ 

 本実施計画は、令和 16 年（2034）年度を目標年度として策定した第６次垂水市総合

計画兼第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合計画兼総合戦略」とい

う。）の前期基本計画に基づき、目指すまちの将来像「豊かな食と自然を未来へつな

ぎ みんなでつくる 笑顔あふれるまち 垂水市」を総合的かつ効率的に推進するこ

とを目的に策定した計画です。 

 

 

⑵ 計画の性格 

 本実施計画は、総合計画兼総合戦略に掲げる基本目標毎の各施策や個別事業を施策

体系別に示したものです。 

 社会・経済情勢の変化等により、現時点では予想しえない課題が生じる可能性もあ

ります。このような場合、柔軟かつ積極的に対応していくこととします。 

 なお、事業の実施については、予算編成と議会の議決を経て実行されます。 

 

⑶ 計画の期間 

 本実施計画は令和７年度の１年間を計画期間とします。社会情勢の変更等に対応す

るため、基本構想の計画期間内においては、毎年度ローリング作業を行い、次年度の

計画が実態に即した計画となるようにします。 

 

⑷ 計画の管理 

本実施計画は毎年度効果検証作業を行い、必要性や有効性などを PDCA サイクルによ

り点検します。 

【計画構成イメージ】 
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⑸ 施策の体系 
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２ 基本目標別事業一覧 

基本目標１ 多様な働き方を推進する 

本市においては、依然として 20 歳前後の年齢階層の転出超過が顕著となっていま

す。これは、若年層にとって本市に魅力的な仕事が少なく、希望する仕事を求めて市外

に流出していることも大きな原因と考えられます。今後は、若年層が夢を持ち、魅力あ

る誇れる仕事づくりや雇用環境の整備を図っていくことが重要であり、多様な働き方を

推進することが必要です。 

 

１ 地域の特性に応じた産業の振興 

事業名 所管課 

ふるさと納税制度事業 企画政策課 

経営所得安定対策事業 農林課 

６次産業化及び企業農業創出事業 農林課 

農業振興地域整備計画 農林課 

農地中間管理事業 農林課 

農業経営収入保険事業 農林課 

活動火山周辺地域防災営農対策事業 農林課 

畜産業経営安定化関連事業 農林課 

有害鳥獣被害対策事業・有害鳥獣捕獲事業 農林課 

全国和牛能力共進会に向けての取組 農林課 

垂水市農業生き生き支援事業 農林課 

間伐実施事業 農林課 

水産振興支援事業（6 次産業化・新商品開発・販路拡大支援等） 水産商工観光課 

人工種苗購入事業 水産商工観光課 

種子島周辺漁業対策事業 水産商工観光課 

県営漁港事業整備負担金 水産商工観光課 

特産品販路拡大支援事業 水産商工観光課 

プレミアム付き商品券発行事業 水産商工観光課 

基本的方向の KPI 

■ふるさと納税寄附額／10 億円以上の寄附額の維持 

■水田利用率／70％以上を維持 

■農作物６次産業化事業件数／累計５件（年１件×５年間） 

■農業振興地域における農用地区域面積／1,049ha の維持 

■農地中間管理権の設定面積（バンクの貸付面積）／令和 11 年の設定面積：180ha 

■水産物商品開発／累計５商品（年１商品×５年間） 
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基本的方向の KPI 

■人工種苗の購入尾数／累計 75 万尾（15 万尾×５年） 

■特産品販路拡大支援事業関連事業数／年 10 事業の維持 

 

２ 安心して働ける環境の実現 

⑴ 地域の産業の担い手の確保・育成 

事業名 所管課 

共生・協働のむらづくり運動事業 農林課 

担い手育成推進活動支援事業 農林課 

新規就農支援事業 農林課 

農地の利用集積 農業委員会 

耕作放棄地解消事業 農業委員会 

水産振興資金貸付金 水産商工観光課 

商工業活性化支援事業 水産商工観光課 

基本的方向の KPI 

■集落営農団体の設立に関する研修会の実施回数／累計５回（年１回×５年間） 

■認定農業者数／累計５人（年１人×５年間） 

■認定新規就農者数／累計 10 人（年２人×５年間） 

■モデル地区耕作放棄地再生面積／累計 5,000 ㎡（年 1,000 ㎡×５年間） 

■垂水・牛根漁協連絡協議会の開催／累計５回以上（年１回×５年間） 

 

⑵ 新たな雇用の創出 

事業名 所管課 

雇用創出関連事業 企画政策課 

宮脇海岸公園における官民連携事業 土木課 

基本的方向の KPI 

■創業、企業誘致相談件数／累計 15 件（年３件×５回） 

■宮脇海岸公園における指定管理の実施／１箇所（令和６年度から令和８年度まで） 
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基本目標２ 人の流れをつくる 

人口減少・少子高齢化が深刻化する中で、地域活性化を図るためには、交流人口に代

表される大きな人の流れを作ることに加え、市外からの移住・定住を推進するととも

に、本市から流出しようとする人の流れをやわらげることが求められます。 

 

１ 垂水市への移住定住の推進 

⑴ 移住定住の促進 

事業名 所管課 

空家等対策 市民課 

都市計画関連事業 土木課 

住宅リフォーム促進事業 土木課 

公営住宅維持管理事業 土木課 

基本的方向の KPI 

■空家等対策ワーキンググループ会議の開催／累計 15 件（年３回×５年） 

■住宅リフォーム申請件数／一般世帯：累計 150 件（年 30 件×５年） 

 子育て世帯：累計 25 件（年５件×５年） 

 

⑵ 若者の就学・就業による垂水市への定着の推進 

事業名 所管課 

垂水市就業体験事業 企画政策課 

垂水市地域若者「就地」拡大プロジェクト事業 企画政策課 

垂水市保健業務インターンシップ事業 保健課 

「たるたる奨学金」事業 学校教育課 

基本的方向の KPI 

■垂水市就業体験累計参加者数／５人（年１人×５年） 

■垂水市地域若者「就地」拡大プロジェクトによる雇用創出数／累計５人（年１人×５年） 

■垂水市保健業務インターンシップ累計参加者数／50 人（年 10 人×５年） 

■奨学資金申請者数／累計 75 人（年 15 人×５年） 
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２ 魅力的な観光資源を生かした多様な交流の推進 

事業名 所管課 

垂水市イメージアップ事業 企画政策課 

商工関連イベント支援事業 水産商工観光課 

道の駅活性化事業 水産商工観光課 

観光振興計画関連事業 水産商工観光課 

スポーツ合宿誘致事業 水産商工観光課 

森の駅活性化事業 水産商工観光課 

ツーリズム推進事業 水産商工観光課 

高峠公園整備事業 水産商工観光課 

垂水千本イチョウ園誘客促進事業 水産商工観光課 

公園等管理事業 土木課 

瀬戸口藤吉翁顕彰事業 社会教育課 

錦江湾マリンフェスタ㏌たるみず 社会教育課 

基本的方向の KPI 

■商工会等実施イベント数／累計 15 回（年３回×５年） 

■道の駅等施設来館者数／累計 625 万人（年 125 万人×５年） 

■スポーツ合宿受入団体／累計 150 団体（年 30 団体×５年） 

■森の駅たるみず宿泊者数／累計 25,000 人（年 5,000 人×５年） 

■民泊等受入数（国内外合算）／累計 7,500 人（年 1,500 人×５年） 

■高峠つつじヶ丘公園来園者数／累計 20,000 人（年 4,000 人×５年） 

■垂水千本イチョウ園来園者数／累計 350,000 人（年 70,000 人×５年） 

■瀬戸口藤吉翁顕彰事業への参加者数／累計 7,000 人（年 1,400 人×5 年） 
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基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

我が国の出生数の減少は予想を上回るペースで進んでおり、令和６年（2024 年）の

出生数は過去最少を更新し、婚姻件数も同年に戦後最少水準となる等、年々深刻さを増

しています。少子化の進行は、未婚化・晩婚化や、出産年齢の上昇等に起因する有配偶

出生率の低下が主な原因と考えられていますが、この背景には、経済的な不安定さ、出

会いの機会の減少、男女の仕事と子育ての両立の難しさなど、個々人の結婚・出産・子

育ての希望の実現を阻む様々な要因が複雑に絡み合っていると考えられます。 

 

１ 結婚・出産・子育てしやすい環境の整備 

⑴ 結婚、出産、子育ての支援 

事業名 所管課 

移住定住促進事業 企画政策課 

結婚新生活支援事業 企画政策課 

障がい児に対する支援事業 福祉課 

子育て支援センター事業 保健課 

垂水市要保護児童対策事業 保健課 

幼児教育無料化に伴う保育料助成事業 保健課 

副食費助成事業 保健課 

母子保健事業 保健課 

子育て支援小・中学校給食費無料化事業 教育総務課 

基本的方向の KPI 

■結婚新生活支援事業対象世帯数／累計 30 世帯（年６世帯×５年） 

■子育て支援センター延利用者数／累計 25,000 人（年 5,000 人×５年） 

■障がい児通所支援の利用（見込）者数／累計 250 人（年 50 人×５年） 

■母子保健事業に基づく事業数／28 事業 

 

⑵ 仕事と子育ての両立 

事業名 所管課 

子育て世代のテレワーカー育成事業 企画政策課 

病児保育事業 保健課 

特別保育事業 保健課 

ファミリー・サポート・センター事業 保健課 

放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 保健課 

基本的方向の KPI 

■テレワーカー登録者数／５年間で累計 15 人 
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基本的方向の KPI 

■病児保育に関する関係者による協議の開催数／累計５回（年１回×５年） 

■特別保育事業実施施設数／６施設 

■ファミリー・サポート・センター事業援助活動件数／累計 1,500 件（年 300 件×５年） 

■放課後児童クラブ利用者数／累計 825 人（年 165 人×５年） 

 

２ 教育環境の充実 

事業名 所管課 

食育・地産地消推進事業 農林課 

垂水高校振興対策事業 教育総務課 

小・中学校施設整備事業 教育総務課 

学校の在り方検討事業 教育総務課 

市立学校給食センター管理運営事業 教育総務課 

特別支援教育支援員設置事業 学校教育課 

垂水市サイエンス会推進事業 学校教育課 

子供の安全・安心推進事業 学校教育課 

外国語教育推進事業 学校教育課 

ＩＣＴ教育・業務環境整備事業 学校教育課 

夢の実現推進事業 学校教育課 

就学援助費支給事務事業 学校教育課 

ふるさと垂水推進事業 学校教育課 

ＰＴＡ・子ども会等活動支援事業 社会教育課 

垂水おもてなし隊事業 社会教育課 

青少年健全育成事業 社会教育課 

自然体験事業 社会教育課 

基本的方向の KPI 

■食育イベントの開催／累計 20 回（年４回×５年間） 

■特別支援教育支援員／12 人を継続して配置する 

■垂水市サイエンス（※科学）会関連イベント参加者数／累計 250 人（年 50 人×５年間） 

■英検受験率／毎年 50％の確保 

■「学びの教室」参加人数／累計 1,000 人（年 200 人×５年間） 

■各学校の情報発信／累計 350 回（年 70 回×５年間） 

■全国子ども会安全会会員数（垂水市分）／累計 6,000 人（年 1,200 人×５年間） 

■おもてなし隊登録団員数／累計 100 人（年 20 人×５年間） 
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基本目標４ 魅力的な地域をつくる 

我が国の出生数の減少は予想を上回るペースで進んでおり、人口構造の変化による地

域活力の低下が懸念されます。このような状況においては、様々な分野において、地域

の個性を生かしつつ、効率的な魅力あふれる地域づくりを実現することが重要だと考え

ます。 

 

１ 広域連携の推進 

事業名 所管課 

大学との包括連携協定関連事業 企画政策課 

広域行政に関する事業 企画政策課 

大隅広域観光推進事業 水産商工観光課 

基本的方向の KPI 

■包括連携協定関連の取組数／累計 30 事業（毎年６つの取り組み×５年間） 

■連携団体数／４団体 

 

２ 活力を生み、安心な生活を実現する環境の確保 

⑴ 質の高い暮らしのためのまちの機能の充実 

事業名 所管課 

光ブロードバンド整備事業（高度無線環境整備事業） 企画政策課 

自治体情報システムの標準化・共通化 企画政策課 

ＤＸ推進事業 企画政策課 

交通体系の維持確保 企画政策課 

垂水市たるたるおでかけチケット交付事業 福祉課 

公共料金等の支払い環境の整備 会計課 

議会におけるＤＸ化推進 議会事務局 

市民館・地区公民館運営管理事業 社会教育課 

市立図書館運営事業 社会教育課 

生涯学習事業 社会教育課 

文化振興事業 社会教育課 

文化会館管理運営事業 社会教育課 

社会体育施設管理運営事業 社会教育課 

スポーツ団体等支援事業 社会教育課 

学校体育施設開放事業 社会教育課 

コミュニティスポーツ事業 社会教育課 
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基本的方向の KPI 

■情報システムの標準化・共通化における移行システムの業務数／20 

■交通体系の維持確保数／３系統の維持 

■たるたるおでかけチケット利用率／70％の維持 

■地区公民館の利用者数／累計 190,000 人（年 38,000 人×５年） 

■市立図書館貸出冊数／累計 165,000 冊（年 33,000 冊×５年） 

■市立図書館利用者数／累計 65,000 人（年 13,000 人×５年） 

■市民講座及び公民館講座利用者数／累計 25,000 人（年 5,000 人×５年） 

■文化事業への参加者数／累計 8,500 人（年 1,700 人×５年） 

■文化会館利用者数／累計 65,000 人（年 13,000 人×５年） 

■社会体育施設利用者数／累計 400,000 人（年 80,000 人×５年） 

■学校開放施設利用数／累計 90,000 人（年 18,000 人×５年） 

■スポーツ教室への参加者数／累計 750 人（年 150 人×５年） 

 

⑵ 地域資源を生かした個性あふれる地域の形成 

事業名 所管課 

共生・協働推進事業 企画政策課 

省・再生可能エネルギー普及促進事業 企画政策課 

広報事業 企画政策課 

たるみず大使事業 企画政策課 

財産管理事業 財政課 

ごみ資源化率向上対策事業 生活環境課 

垂水市地球温暖化防止実行計画推進事業 生活環境課 

基本的方向の KPI 

■地域振興計画にもとづく年間実施事業数／累計 40 事業（年８事業×５年間） 

■温室効果ガス削減／目標年度（2030 年度）までに基準年度（2013 年度）比で 51％削減 

 

⑶ 安心して暮らすことができるまちづくり 

事業名 所管課 

防災訓練等の実施事業 総務課 

防災活動等事業 総務課 

防犯対策事業 総務課 

個別避難計画作成事業 総務課 

垂水市強靭化地域計画事業 総務課 

多文化共生のまちづくり事業 企画政策課 

庁舎整備関連事業 財政課 

特定健診事業 市民課 
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事業名 所管課 

後期高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業 市民課 

健康ポイント事業 市民課 

障がい者等の就労移行支援 福祉課 

垂水市社会福祉協議会補助事業 福祉課 

老人保護措置事業 福祉課 

在宅福祉事業 福祉課 

介護保険事業・地域支援事業 福祉課 

感染症予防事業 保健課 

健康増進事業 保健課 

たるみず元気プロジェクト 保健課 

自殺対策事業 保健課 

垂水中央病院管理運営事業 保健課 

集落水道の水質検査の実施 生活環境課 

浄化槽設置整備事業 生活環境課 

環境センター維持管理事業 生活環境課 

ごみ不法投棄防止事業 生活環境課 

住環境維持対策事業 生活環境課 

狂犬病予防事業 生活環境課 

垂水市堆肥センター管理運営事業 農林課 

治山事業 農林課 

中山間地域総合整備事業 農林課 

林道整備事業 農林課 

市道等整備及び道路維持事業 土木課 

交通安全対策事業 土木課 

降灰除去事業（道路・宅地内） 土木課 

橋梁長寿命化事業（ソフト・ハード） 土木課 

道路改修事業 土木課 

急傾斜崩壊対策事業 土木課 

砂防事業 土木課 

中央地区の冠水対策事業 土木課 

河川等環境整備事業 土木課 

公共土木施設災害復旧事業 土木課 

がけ地近接等危険住宅移転事業 土木課 

空き家解体撤去事業 土木課 

水道設備耐震化事業 水道課 

消防・救急デジタル無線設備強化事業 消防本部 



12 

事業名 所管課 

消防団活動支援事業 消防本部 

消防団庁舎整備事業 消防本部 

基本的方向の KPI 

■自主防災組織が実施する訓練回数／累計 15 回（年３回×５年） 

■個別避難計画の作成割合／令和７年度に 100％達成 

■垂水市多文化共生まちづくりコーディネーターの配置人数／２人 

■障がい者等の就労移行支援利用（見込）者数／累計 15 人（年３人×５年） 

■予防接種法及び感染症予防法に基づく事業数／19 事業 

■健康増進法に基づく事業数／22 事業 

■垂水中央病院の入院患者数／累計 175,000 人（年 35,000 人×５年） 

              外来患者数 300,000 人（年 60,000 人×５年） 

■集落水道の水質検査の実施／累計 100 箇所（年 20 箇所×５年） 

■狂犬病予防接種率（実施頭数／登録頭数×100）／70％以上 

■治山事業の実施／地区数（箇所）／年４箇所 

■カーブミラー設置数／累計 10 基（年２基×５年） 

■橋梁の点検箇所／５年に１回 101 箇所 

■急傾斜崩壊対策箇所／３年で４地区 

■砂防堰堤の維持管理箇所／３年で４箇所 

■がけ地近接等危険住宅の除却申請／累計５件（年１件×５年） 

■空き家解体申請件数／解体のみ：累計 125 件（年 25 件×５年） 

           解体後新築：累計 15 件（年３件×５年） 

■水道管の耐震化率／進捗率 0.5％を維持 

 

 


